
令和３年度　学校評価　評価書　　　　　　　　評定：３…よくできた・そう思う　２…できた・どちらかといえばそう思う　１…あまりできなかった・どちらかといえばそう思わない　０…まったくできなかった・そう思わない

評価項目 評定 現況 評価項目 評定 ご意見 評定 改善の方向性

支持的風土を育てる学級・学年集団
づくりの実践 2

②お子さんは、授業が分かりやす
いと言っている。 2

協同する体験・伝え合う喜び・コミュ
ニケーション能力の育成を図る授業
の工夫改善（ICTの活用含む）

2
⑤お子さんは、学級の一員として
大切にされている。 3

主体的・対話的で深い学びを追究す
る授業研究や研修会 2

⑧お子さんは、読書を楽しんでい
る。 2

生命を尊重する心やいじめを許さな
い態度などの道徳的実践力を育てる
活動の実施

2
④お子さんは、優しさや思いやりの
心を持って人に接している。 2

道徳科の授業・評価に関する研究や
資料の開発・整備・交流 2

⑨お子さんは、あいさつができてい
る。 2

保護者等への道徳科の授業公開 1
⑩お子さんは、集団生活のルール
やマナーを身につけている。 2

たくましい心と体を育てる魅力ある授
業の工夫改善 2

体力づくりを推進する運動実践 2
⑦お子さんは、すすんで体を動か
す遊びや運動をしている。 2

体を動かす気持ちよさを体験させ、
進んで体を動かそうとする意欲の育
成

2

学力向上を目指した指導体制・指導
方法の工夫改善 2

①お子さんは、学校での学習を理
解している。 2

教職員の指導力、情報活用能力、
及び組織的な教育力の向上 2

③お子さんは、家庭で学習する習
慣が付いている。 2

働き方改革の取組と教育活動の質
の改善 2

保護者の子育てに対する積極的な
支援 2

⑪学校は、学習（行事）参観や学校だよ
り、学年通信、ホームページなどを通し
て、教育の目標や子どもの活動の様子
が分かるように努力している。

2

保護者・地域との交流や情報発信、
参観、懇談会、研修会の実施、地域
人材の活用

2
⑫学校は、子どもや保護者の相談
に適切に応じている。 2

防災教育の推進、感染症対策の推
進等、安心・安全な学校づくり 2

⑭学校は、子どもの安全のために
PTAや地域団体と協力して適切な
取り組みをしている。

2

教職員自己評価 保護者アンケート 学校関係者評価

主体的・対話的
で

深い学び

道徳教育の充実

・コロナ感染症予防のため、グループ学習や対話があま
りできなかった。
・その時点での自分の理解や目標への達成度を確認さ
せながら学習を進めた。
・ICT機器を導入することで、授業の準備がしやすくなっ
たり、対話的な学習を進めたりすることができた。
・主体的で対話的な学びをするために必要なことを理解
する研修会や校内研究がなされていない。
・コロナ禍で対話が難しい中、何ができてどんな姿が見ら
れたら主体的な学びととらえるのか。

・実生活と結びつけながら道徳教育をした。
・道徳参観はできなかったが、各学年の実態に応じた活
動に取り組んでいた。
・授業や週間での取組だけでなく、日々の子どもたちの様
子を注視し、その都度、適切なタイミングで道徳教育を
継続していく必要がある。
・道徳教育については、教員がどのような研修をしている
か疑問である。
・毎回同じような内容（流れ）になってしまっている。もっと
他の先生の授業も参観してバリエーションを増やしたい。

・タブレットを全児童に配布すること
で、さらにICTの活用が進むと思われ
る。
・全国大会の発表時の子どもの意見
発表を聞いていると、非常に深く考
え、考察して発表していることを感じ
られた。個人差はあると思うが、学ぶ
姿に感動をさせていただいた。

・ネット道徳をオンラインでより身近に
なればよい。
・道徳の授業を参観したい。
・人の心の中はなかなか理解できな
いものの、子ども自身はいじめている
つもりはなくても本人が嫌だと思って
いると、悲しい、嫌だったという思いを
持つことはあると思う。

3

2

3

3

体力づくり

指導改善
（組織的・計画的）

家庭・地域との
連携・協働

・学校閉鎖や休み時間の遊び、体育等の在り方から、子
どもたちの体力の低下を感じる。
・体の使いかたが不器用になり、「あたった・ぶつけた＝
けが」の感覚の子どもがいる。
・１０００人規模の学校で、体を動かすことのできる場所
がないことを残念に思う。
・It’ｓ　笑　timeでは、学級で協力しながら１つのことを成
し遂げる力がより高められた。
・いろいろな体育の補助道具をもっとそろえていくと、教
師も指導がやりやすい。
・体育の宿題

・研究会や研修から新しい知見を得ることができても、ま
だまだ実践に移しきれていない。
・授業を公開したり、授業実践を交流したりする機会がな
かなかもてなかった。
・瀬田北の学習規律を共通理解して指導に当たる。
・急な会議や、共通理解する場のないまま進むことが働
き方改革のブレーキになってしまっているのではないか。
・環境の改善や働き方に対する意識改善が進まなかっ
た。
・働き方の改善と教育活動の質の改善は同時進行でき
るのか。質を高める内容を精選する必要がある。

・地域との連携は、担任との情報共有が不可欠。
・地域ぐるみで子どもたちの安全を見守ることができてい
る。
・子どもの良さや頑張りも、家庭にフィードバックすることを
大切にし、ともに子どもの育ちを支える関係を築いていき
たい。
・ホームページがみにくい。
・可能であれば、ミシン、そろばん、昔遊び、かけざんなど
の地域の方の協力が少しずつできるとよい。
・学校の考えをもっと発信するべき。

今年度は、感染症対策もあり、ペア学習やグループ学習の制限があったため、十分に行え
なかったように思う。特に低学年はペア・グループ学習の経験が少ないため、話型や隊形づ
くりなど形から入ることも始めていく必要がある。主体的な学びを進めていくうえで、今年度は
本校の研究テーマである「伝え合う力」をもとに校内研究を進めてきた。しかし、感染症対策
等もあり、十分な授業づくりや授業参観等は行えなかったが、今年度の取り組みを生かし、
可能な限り、授業づくりや授業研究を前に進めていく必要がある。また、校内研究会を効果
的に活用し、ただの授業参観になるのではなく、より良い形を目指すための教職員が話す場
としていきたい。そのために、グループ交流や学年交流など多様な意見交流の場を持ち、自
身の学級や学年で生かせるようにしていきたい。「主体的・対話的で深い学び」を学校全体で
進めていく上で、校内研究のテーマを教師が共通理解し、それぞれの学年や学級の児童に
応じた方法で取り組んでいくことが必要だと考える。次年度の校内研究では、「伝える力」に
テーマを絞り、子どもが相手に「伝えたい」と思うような授業構成をしていくことで、児童の主体
性を育みたい。また、良い伝え方を行うことが、相手のよい聴く姿勢につながるという考えのも
と、「伝える」一方ではなく、その中で対話的な活動を行い、深い学びにつなげていきたい。

〇教材をためていく→今年度使った挿絵や教材は、学年でまとめて学年
ロッカーに保管し、来年度使用できるようにする。毎年ためていくことで、
使える教材が増える。
〇負担のない範囲で、学年研究をする。→道徳参観（実施の場合）や分
散参観、初任者研究などの際に学年で教材研究を行う。また、情報を共
有したり互いに自由に見合ったり、クラスを入れ替えて授業を行ったりして
いく。学年間で連携し、学年や学級に応じた取り組みをしていく。
〇重点目標を設定する→来年度の学校目標に応じて、重点目標を作
る。それを参観の時に見てもらうなどしても良いのではないか。

体育の宿題はいらない→本来ならモジュールとして体育に取り組む時間
が必要だが、その時間が確保できないので体育の宿題として大津市全
体で取り組んでいる。また、コロナ禍で運動習慣が減っている子どもたち
に運動の習慣づけをねらいとしているため、体育の宿題は来年度も継続
したい。
宿題がワンパターン→体育部から出しているものは一例である。体力テス
トの結果から見えてきた学年の弱点を補強するためや、単元の動きを見
越して学年で考えてもらってもよい。来年度は体育部からはカレンダーの
み印刷、配布したいと考える。
宿題をポイント制にする→運動習慣の意識づけがねらいのため、ポイント
制にして競わせるのは望ましくない。

・子どもの実態を把握するだけでなく、それをふまえた指導力向上の取組
を考え、共通理解の場を持つ。

・会議の時間短縮、質の向上のため、提案内容を各部会で十分練って
おく。資料が事前配布されている場合は目を通しておく。

・学校だけでなく、地域とともに子どもを育てる。
・参観が少ない中、保護者に学校や子どもの様子を知ってもらえるよう、
発信したり連絡したりする。

・コロナ禍でも運動会の開催を企画し
てもらいたい。
・子どもたちが元気ですてきな笑顔で
す。
・休み時間も走り回っている子どもの
姿をよく見る。身体を使って遊ぶ姿
がある。

・勉強ができないのではなく、人の話
を聞いていないのだと思います。
・学習の理解は学校の責任ではな
い。
・家によって差があるのではないかと
思う。子どもが意欲をもって学校に行
ける基盤がある子は学ぶ姿勢ができ
ていると思う。

・取組を感じられる。
・忙しい中、先生方が家庭訪問をさ
れている姿もよく見る。

2



評価項目 評定 現況 評価項目 評定 ご意見 評定 改善の方向性

子どもの校種間交流や教員の出前
授業

2

校種間の授業公開や合同研修会 2

保幼小中の接続期の教育課程の編
成等校種間のカリキュラム研究

2

いじめや暴力行為、不登校等生徒指
導上の諸課題の早期発見、日常的
な予防指導

2

生徒指導・教育相談体制の確立と組
織的な推進

2
⑬学校は、子どもに何か問題が起
きたときの指導をきちんと行ってい
る。

2

家庭・地域・関係機関との連携による
指導

2

個別の教育支援計画及び個別の指
導計画の作成と活用

2

組織的・計画的な特別支援教育体
制の確立

2

関係機関と連携した相談体制の充
実

2

心を込めたあいさつ 2

額に汗するそうじ 2

人の話をしっかり聴く 2

校内研究テーマを意識した授業づくり 2

家庭学習習慣の確立 2

進路指導・キャリア教育の推進 2

読書活動の推進 2

国際理解教育の理解と実践 2

集団生活におけるルールやマ
ナーの定着

2

3
⑥お子さんは、楽しく学校へ通って
いる。

3
・楽しそうに登校・下校する子ども達
の姿に安心している。

3学校満足度（児童アンケート）

教職員自己評価 保護者アンケート 学校関係者評価

保幼小中の連携

・コロナ禍で校種間の交流が難しくなっている。
・幼小連携で幼稚園の取組や思い等を知ることができた
と同時に、子どもたちがよりよく学校生活を送るために今
後も継続して学校全体での取組むが望まれる。
・各校園間で、情報交換を行う機会がなかなか持てな
い。
・絆プロジェクト
・１年と幼稚園の交流と、５・５交流のねらいを共有する
べき。
・スタートカリキュラムを学校として置くことで、毎年ブレず
に指導ができるのではないか。

・自己評価の通り、これから発展の
余地がありそう。
・今日の発表の中でも成果を感じる。

3

３つの約束

・話を聞くことに関して、児童の意識の低さを感じる。
・職員同士の認識の違いがあるため、指導にばらつきが
出る。
・３つの約束に廊下歩行も入れたい気持ちがある。
・教員が同じ方向性でやっていく必要がある。
・あいさつを教員も子どもも徹底したい。

３つの約束について…来年度も継続して学校の約束事としていく。特に
「掃除」については，高学年が手本，その手本が教師となっていくことがで
きるように，教師がすすんで掃除をしていく。何もしていない教師が指導
するよりも手本を見せることの方が説得力があると思います（たまに見回り
も必要ですが…）。今年度出来なかった高学年のビデオ撮りをして，それ
を北小掃除のスタンダードとしていく。
※何事も教員全員が同じ方向を向くことが大切ですね！！

・スタートアップカリキュラムの実行→評価→改善→計画。
・絆プロジェクトの役割の明確化。
・ねらいをもった幼小連携。（５・５交流の前に担任同士の顔合わせをす
る）

生徒指導体制の
充実

・生徒指導、いじめ担当の先生方の存在はとても心強
い。
・生徒指導が後手に回らない方法を共通理解する。同
時に指導案件が起こった時の組織作りが大切。
・生徒指導が充実しているのは確かだが、生徒指導に頼
り切っている場合もある。
・気になるシートにあがる事例が多すぎる。（情報量が多
い）
・定期的な情報交換ができていて安心。
・担任が一人で抱え込まず誰かに気軽に話せる環境づく
りを。

・指導はあると思うので、それ以降は
家庭の問題。
・何か子どもの様子に変化がある場
合等、民生委員の方にもすぐ連絡が
いただける。

3

登校指導について…登校の責任については，分団での登校としているか
ぎり，学校半分保護者半分であると考えられる。そのため，保護者，特に
地域に任せきりではなく，学校も登校指導を行うべきである。管理職と相
談をして，可能であれば，登校指導該当学年の勤務時間を早める。ま
た，月曜日だと忘れがちなため，毎週水曜日を登校指導の日とする。

瀬田北の取組

・校内研究が「伝え合う・聴き合う」なので意識している。
なかなか浸透せず困ることもあるが、少しずつ積みあがっ
てきていることを実感する。
・学校として統一されていることが少ない。
・家庭学習について、自主的に取り組めている児童がごく
一部のみ。指定されないと、どのように取組んだらいいの
かわからない児童が多い。
・職員数が多く、共有が難しいように思った。

・瀬田北の子どもの実態を全職員で共通理解し、その力をつけていける
よう手立てを考え、実践（指導）していく。そのために、子どもについて
個々に、学年で、学校で話ができるように同僚性を高めたり、環境を整え
たりする必要がある。

特別支援教育の
充実

・すぐに相談できる体制が整っている。
・学級の子どものことで、校内で的確なアドバイスをいた
だけるのは心強い。
・いろんな視点から見られるように、支援級の授業を見ら
れるといい。
・教師の意識が低下していると感じる場面が多かった。
・相談室を使う児童の使い方がとても気になる。
・静かに困っている子は見過ごされがちで今後の課題。

・自己評価の通り。
・気になる子どもさんの聞き取りが小
学校にありますが、中学校の聞き取
りがなく、その後のことがわからないま
まになっている。

2

＊色んな視点から見られるように、支援級の授業を見られるといい。→交流学
級担任と支援学級担任が互いに連携を取り授業交流をするとよい。
＊支援計画開示の期間を明確に設ける。その時期は、会議を減らす。→１０
～１１月の２週程度、２～３月の２週程度を目安の期間として設定してもよい。
＊教師の意識低下を感じるので、研修をする。→夏の研修は続けていく。その
他、学年で出た疑問（保護者対応、発達障害のある児童への対応など）など、
特別支援部会で話し合い、学校全体に広げていく。
＊相談室を休憩として使用するのはいいと思うが、一日中使用するのはおかし
い。→相談室を利用している子どもについて「子どもを語る会」で知らせたり、相
談室の利用の仕方について特別支援部会で話し合ったりするなど、教職員の
共通理解をはかっていく。


